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当社ではCO₂排出量削減に向けて、本支店や各事
業所の社有車を順次ハイブリッド車に切り替えていま
す。また、テレマティクスによって社有車の運行を管
理することで運転効率・燃費の向上を図ります。同時
に、従業員にエコドラ
イブの意識を浸透させ
ることで、全社を挙げ
てCO₂排出の抑制に
努めています。

▶ マテリアルバランス※1

環境保全の取り組みを推進するため、ISO14001
に基づく環境マネジメントシステムを構築し、社長を
トップに全店管理責任者が本支店の全部門を統括し運
用しています。
本支店の各部門および各部署では中期経営計画の策
定において、現場では工事着手前に実施する施工計画
検討会において、事業活動で予測される環境影響を事
前に評価することで、取り組むべき環境目標を決定し
ます。環境目標は、定期的に確認・分析・評価するこ
とでマネジメントシステムの有効性を検証します。

環境方針

私たちは地球環境保護への取り組みとして、地域を汚染から守り、資源の枯渇に配慮し、社会から信頼される会社を目指します。
❶ 法律や倫理に対して誠実な対応を行い、社会から信頼される会社を目指します
❷ 「もったいない」気持ちを大切に資源の有効利用を目指します
❸ �当社の環境技術により、住みたい街づくりに貢献します

環境マネジメントシステム 環境への取り組み

環境との関わり
事業活動を通じ、資源の有効利用や環境に配慮した製品・技術を提供することで
環境課題の解決に貢献していきます

ステークホルダー別報告

テレマティクスの管理画面

※1�集計範囲：オフィス部門、合材部門、クラッシング部門
※2��対象：本店、支店、営業所、工事事務所、アスファルト

混合所、クラッシングプラント、機械センターおよび
技術研究所

※3�合材：JVを含む27プラント分の集計数値
※4��PRTR：有害性が疑われる化学物質の排出量および移

動量を事業者が国に届け出をし、国が集計・公表する
制度（合材はJVを含む27プラント分の集計数値）

事業プロセスINPUT

灯油 32 kℓ

その他可燃性天然ガス 450 千m3

A重油 8,338 kℓ

購入電力 29,425 千kWh

軽油 1,337 kℓ

都市ガス 4,812千m3

LPG 13 t

アスファルト 43,863 t

砕石・砂 1,359,902 t

OUTPUT

CO2 53,124 t-CO₂

PRTR※4対象物質
（メチルナフタレン） 464 kg

総廃棄物量（工事部門）

産業廃棄物
（瓦礫など） 234,534.2 t

オフィス※2

クラッシング

合材※3
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当社と大煌工業株式会社・極東開発工業株式会社
は、車体に搭載されたロードセル（計量装置）で計量し
た積載物の重量をリアルタイムに計測し、デジタル表
示することを可能にした「スケールダンプ」を開発し
ました。
時速5～8kmの低速で走行しながら計測が可能で、
車内外のデジタル表示計で運転手や作業員、オペレー
ターが積載重量を確認できます。このため、ダンプト
ラックの積載能力を最大限活用した運用が可能とな
り、運搬効率が上がることで余剰な運行台数を最大約
20％削減できると見込まれます。同時に作業時間の
削減やエネルギー使用量の削減にもつながります。

TOPIC

▶ エネルギー使用量（原油換算）
単位 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

オフィス部門 kℓ 826 788 789 730 699
合材部門 kℓ 22,396 20,538 19,774 21,514 20,381
クラッシング部門 kℓ 1,949 1,816 1,689 1,695 2,183
合計 kℓ 25,171 23,142 22,252 23,939 23,263

▶ CO₂排出量および排出量原単位
単位 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

オフィス部門
CO₂排出量 t-CO₂ 1,753 1,690 1,664 1,474 1,263
CO₂排出量原単位 t-CO₂/千㎡：延床面積 56.01 56.90 53.97 47.81 40.74

合材部門
CO₂排出量 t-CO₂ 54,974 49,087 48,076 50,049 48,150
CO₂排出量原単位 t-CO₂/千t：生産数量 36.29 38.05 34.59 34.09 34.49

クラッシング部門
CO₂排出量 t-CO₂ 4,779 4,255 3,616 3,661 3,711
CO₂排出量原単位 t-CO₂/千t：廃材受入数量 3.71 3.70 2.91 2.74 2.81

合計 CO₂排出量 t-CO₂ 61,506 55,032 53,356 55,184 53,124

環境データ（工事部門は除く）

 ICT舗装工によるエネルギー使用量削減
2019年2月、国土交通省東北地方整備局におけるICT（情報通信技術）舗装工事の
第1弾となる「織笠地区改良舗装工事」が竣工しました。
ICT土工による3次元起工測量、3次元設計データ作成・土量計算、ICT舗装工によ
る路盤工・路盤工出来形検測、検測データの電子納品までの全プロセスにおいてICTを
活用した結果、施工日数を短縮して高精度な施工を実現しました。施工日数を短縮した
ことで重機の稼働時間も削減し、使用エネルギー・CO₂排出量抑制にも寄与しました。
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施工日数短縮によりCO₂排出量削減へ
つながるICT舗装

正確な積載量でエネルギー使用量を削減
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 アスファルト混合所でのCO₂削減の取り組み
●��代替燃料の使用および再生可能エネルギーによる 

取り組み
当社では燃料として重油を使用しているアスファル

ト混合所において、CO₂排出量が約2割少ない都市
ガスなどへの切り替えを進めています。また、骨材の
ストックヤードに屋根を設置して含水量を抑えること
で、製造時のCO₂排出量の低減に積極的に取り組ん
でいます。
このほか太陽光発電設備を設置している混合所もあり
ます。東条アスファルト混合所（兵庫県）では50kWhの
発電設備を設置し
てCO₂排出の抑制
に努めています。
このような最新ア
スファルト混合所
の設備更新を積極
的に進めています。

 CO₂排出量を抑制する「管路更生工法」
都市部の下水管は耐用年数を超えたまま使用されて
いるものがあります。老朽化によって発生したヒビや
割れ目から汚水が浸出し、土壌を汚染する原因の1つ
となっています。既設の下水管や工場排水管の改修工
事の際、従来は路面を開削するしかありませんでした。
当社の「光硬化工法」は、管きょの内壁に樹脂を浸
透させた材料を注入し、それを紫外線で硬化させるこ
とで強固なFRPパイプを形成して、修繕を行います。
この工法は施工の工程や時間が短縮されるだけでは
なく、工程管理を確実に行うことができるため、余剰
な重機の稼働が削減され、CO₂排出量の抑制に寄与
します。

●�モーダルシフトによる省エネルギー輸送
当社はアスファルト合材の原料となる砕石や砂の
運搬をトラックから海運に変更するモーダルシフト
に取り組んでいます。
一般的な内航貨物船とトラック運搬を比較すると
前者の1回の積載量は160倍にもなります。現在は
国内3拠点でアスファルト合材の材料を貨物船で運搬
しています。今後もモーダルシフトを活用し、省エ
ネルギー化・省CO₂化に寄与します。

建設発生土やコンクリート塊、アスファルト・コン
クリート塊などの建設副産物を適正に処理するため、
施工計画検討会で取り組むべき重点項目を決定し実
施しています。当社従業員や協力会社の事業主に対
して適切な処理について教育を実施しているほか、処
理業者の選定にあたっては処理能力や保管場所など
の確認を行ったうえで業務を委託するなど、不適正
処理の防止に努めています。
建設副産物の分別・保管・再生化処理の状況は、
所管部が定期的に現場を訪問する安全パトロールに
よって確認しています。また、電子マニフェストの
導入により、事務処理の効率化を図っています。

掘り起こしせず地中の配管を改修可能 UVライト照射状況

建設副産物および廃棄物の適正処理

基本方針

全ての事業場において廃棄物処理法・リサイクル関連法等
を遵守し、建設副産物の発生抑制、再生利用及び再資源化
を促進すると共に、建設副産物を適正処理する。

基本目標

❶��「建設副産物適正処理要綱」に基づき、管理体制を確立、
維持し不適正処理を防止する

❷��事業系一般廃棄物の発生を抑制すると共に、分別により
再生資源のリサイクルを推進する

❸��積極的な再生品（アウトレット等）利用によりリサイク
ル率を向上させる

2017年に操業開始した東条アスファルト混合所

環境との関わり
ステークホルダー別報告

TVカメラ+ライト

UVライトトレイン

UVライトトレイン硬化牽引方向

UVライトトレイン挿入方向

TVカメラ
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 熱環境改善工法「涼畳」
熱環境改善工法の1つである保水性舗装「ハイシー
ルM」は、ポーラスアスファルト舗装(排水性舗装)
の空隙に特殊なセメントミルクを充填することで、雨
水や打ち水を舗装体内に保水します。夏場の路面温度
が上昇する際は、舗装体内の水分が蒸発し、水の気化
熱により路面の温度上昇を抑制する機能を持つ舗装で
す。一般的なアスファルト舗装と比較し路面温度を
最大で15℃程度下げることができます。「ハイシール
M」を改良し、風情ある街並みなどの景観に配慮した
デザインを可能とした保水性舗装「涼畳」は、ショッ
トブラストと目地切りの工法により路面を御影石調・
石畳風に仕上げます。趣のある歩行空間の演出に活躍
しています。
歩行者空間や沿道の環境負荷低減に貢献し、路面温
度の上昇によるヒートアイランド現象の緩和に大きな
効果を見込むことのできる、環境配慮技術の研究開発
に今後も取り組んでいきます。

アスファルト合材を製造する過程において、大気汚
染物質（粉じん、ばいじん、SOx、NOx）を排出する
ことから、排出状況の管理や処理設備の設置を行い、
排出抑制に努めています。2018年度、法定基準以上
の排出はありませんでした。また悪臭対策として脱
臭装置を設置し、周辺の生活環境の保全に取り組ん
でいます。

大気汚染の防止

環境配慮技術

▶ 産業廃棄物年間総量（工事部門）
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234,534.2

「涼畳」で舗装した路面

事業所で発生する一般廃棄物は、分別を徹底し、事
務用品は可能な限り環境対応商品を購入し、紙の使
用量の削減に努めています。

都市部では温暖化やヒートアイランド現象の影響でゲリラ豪雨が頻発するよう
になってきました。大量の雨水を地下に貯水できる地下貯水工法は道路冠水や下
水道の逆流に有効な手段ですが、内部の空洞を保つために高度な技術と高額な費
用が発生します。当社の地下貯水工法は、地中にプラスチック滞水材などの中詰
め材を積み上げて地下貯留槽を形成し、その空隙に水を貯留するシステムです。
プラスチック製貯留槽は従来のコンクリート製貯留槽に比べて、短工期・低予算
での施工が可能です。また貯留槽の上部は芝や灌木などの緑地として環境美化に
役に立つほか、駐車場やグラウンドとしても利用できます。

環境へ配慮した「地下貯水工法」

TOPIC
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上：施工中
下：施工完了後


